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非線形光学応答から見た YFe2O4 の電荷整列と分極状態 II 
日本物理学会 第 78 回年次大会 東北大学 2023 年 9 月 
 
深田幸正,福田竜生,吉井賢資, 木村彰杜,朴規相,池田直 
LuFe2O4 の電気的特性に及ぼすバイアス電場の効果 
日本物理学会 第 78 回年次大会 東北大学 2023 年 9 月 
 
木村彰杜, 池田直, 藤井達生, 狩野旬, 深田幸正, 那須美沙都, 朴規相, 沖本洋一, 于洪武, 深谷

亮, 中尾裕則, 藤原孝将, 矢野優太, 大若亜未 
電子強誘電体 RFe2O4 の電荷秩序への電場による影響 
日本物理学会 第 78 回年次大会 東北大学 2023 年 9 月 
 
池田直 
まとめ （シンポジウム：電子強誘電体の新展開ー新現象から新機能の創出へ） 
日本物理学会 第 78 回年次大会 東北大学 2023 年 9 月 
 



于洪武, 田久保耕, 石川忠彦, 腰原伸也, 深田幸正, 西田銀一, 井上直希, 藤原孝将, 池田直, 沖
本洋一 
SHG からみた電子強誘電体 LuFe2O4 結晶の分極反転 
日本物理学会 2023 年春季大会 オンライン 2023 年 3 月 
 
電子強誘電体 YbFe2O4薄膜の電場印加による分極反転 
島貫周平, 于洪武, 森田敦也, 田久保耕, 石川忠彦, 腰原伸也, 阪上拓巳, 野崎真由, 藤井達生, 
池田直, 沖本洋一 
日本物理学会 2023 年春季大会 オンライン 2023 年 3 月 
 
電子強誘電酸化物 YbFe2O4 薄膜のテラヘルツ波発生 
森田敦也, 于洪武, 島貫周平, 田久保耕, 石川忠彦, 腰原伸也, 水上龍星, 伊藤弘毅, 岩井伸一郎, 
阪上拓巳, 野崎真由, 藤井達生, 池田直, 沖本洋一 
日本物理学会 2023 年春季大会 オンライン 2023 年 3 月 
 
秋葉和人, 小林達生 
圧力下のLaAuSb2における電荷密度波と超伝導の相関関係 
日本物理学会2023年春季大会（オンライン開催）2023年3月22-25日 
 
藤田剛, 川鍋郁弥, 深澤英人, 大濱哲夫, 小堀洋, 北川健太郎, 岩本凱成, 荒木新吾, 小林達生 
単結晶α-Mnの圧力下ゼロ磁場NMR 
日本物理学会2023年春季大会（オンライン開催）2023年3月22-25日 
 
荒木新吾, 多田龍輝, 秋葉和人, 小林達生, 田端千紘, 金子耕士, 長壁豊隆 
α-Mnの常圧反強磁性相の磁気構造 
日本物理学会2023年春季大会（オンライン開催）2023年3月22-25日 
 
小林達生 
アシンメトリ量子物質の高圧極低温物性 
学術変革領域研究(A)「アシンメトリが彩る量子物質の可視化・設計・創出」キックオフミーテ

ィング（岡山大学）2023年6月10-11日 
 
小林達生 
Cd2Re2O7の応力によるドメイン制御 
学術変革領域研究(A)「アシンメトリが彩る量子物質の可視化・設計・創出」トピカルミーティ

ング（北海道大学）2023年8月30-31日 
 
藤田剛, 川鍋郁弥, 深澤英人, 大濱哲夫, 小堀洋, 北川健太郎, 岩本凱成, 荒木新吾, 小林達生 
単結晶α-Mnの対向アンビルセルを用いた圧力下ゼロ磁場NMR 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 16-19 日 
 
入江航, 真砂全宏, 本山岳, 三好清貴, 西郡至誠, 藤原賢二, 秋葉和人, 荒木新吾, 小林達生, 播
磨尚朝 
α-Mnの圧力下核磁気共鳴測定 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 16-19 日 
 
秋葉和人, 小林達生 
CeAgSb2の圧力下交流比熱測定 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 16-19 日 
 
荒木新吾, 
Localized to itinerant transition in CeIn3  



H-Physics workshop（グルノーブル，フランス） 2023 年 10 月 10-12 日 
 
秋葉和人 
圧力による連続制御と極限環境下精密測定で拓く新奇電子物性 
第64回高圧討論会 2023年11月1日 
 
川崎慎司 
単層型銅酸化物 Bi2Sr2-xLaxCuO6 超伝導体における一軸ひずみ下 NMR 
高温超伝導フォーラム第 10 回会合 オンライン、2023 年 3 月 21 日 
 
小川晟吾, 三好智己, 俣野和明, 稲田佳彦, 鄭国慶 
スピン三重項超伝導候補物質 K2Cr3As3 の単結晶育成と磁化率測定 
日本物理学会 2023 年春季大会 オンライン 2023 年 3 月 24 日(24aH1-6) 
 
佃菜桜, 川崎慎司, Chengtian Lin, 鄭国慶 
銅酸化物高温超伝導体 Bi2Sr2-xLaxCuO6 の一軸ひずみ下 NMR  
日本物理学会 2023 年春季大会 オンライン 2023 年 3 月 25 日(25aH2-1) 
 
Kazuaki Matano 
Manipulating the nematic director in the spin-triplet superconducting states of CuxBi2Se3  
QLC2023、,北海道大学、2023 年 8 月 8 日 
 
Seigo Ogawa 
75As-NMR study of K2Cr3As3 
QLC2023、,北海道大学、2023 年 8 月 8 日(PS1-12) 
 
小川晟吾, 三好智己, 俣野和明, 川崎慎司, 稲田佳彦, 鄭国慶 
スピン三重項超伝導候補物質 K2Cr3As3 の 75As-NMR による研究 
日本物理学会第 78 回年次大会（2023 年）、東北大学川内キャンパス、2023 年 9 月 19 日 

(19aA404-8) 
 
小川晟吾 
スピン三重項超伝導体 K2Cr3As3 の NMR 
第一回核磁気共鳴法を用いた物性研究討論会、岡山大学津島キャンパス 2023 年 9 月 25 日 
 
川崎慎司 
Bi2201 の一軸ひずみ下 NMR 
第一回核磁気共鳴法を用いた物性研究討論会、岡山大学津島キャンパス 2023 年 9 月 25 日 
 
鄭 国慶 
空間反転対称性の破れた超伝導体 
第一回核磁気共鳴法を用いた物性研究討論会、岡山大学津島キャンパス 2023 年 9 月 25 日 
 
川崎慎司 
単層型銅酸化物 Bi2201 超伝導体の一軸ひずみ下 NMR 
強磁場 NMR 研究会：20 T 超定常強磁場を用いた NMR による物性研究 
東北大学金属材料研究所 材料科学国際共同利用・共同研究拠点ワークショップ、金属材料研究

所 2 号館講堂 、2023 年 12 月 11 日 
 
川崎慎司 
最適ドープ Bi2201 超伝導体におけるひずみ誘起電荷密度波秩序 : 一軸ひずみ下 NMR」 
京都大学基礎物理学研究所研究会「超伝導研究の発展と広がり」、パナソニックホール、2023



年 12 月 20 日 
 
木原工（招待講演） 
コンパクトなロングパルス強磁場発生システムの設計 
スーパーキャパシタ勉強会（東京大学物性研究所）2023 年 8 月 2 日 
 
S. Kasahara, K. Akiba, T. Kihara, H. Fujii, S. Kiyama, T.C. Kobayashi 
Superconducting gap structure of tetragonal FeSe1-xSx under high pressures 
International Conference on Quantum Liquid Crystals 2023 (QLC2023), Hokkaido University, 2023
年 8 月 8 日-10 日 
 
笠原成（招待講演） 
鉄系超伝導体 FeSe1-xSx にみるエキゾチック超伝導 

研究会「強相関電子系のフロンティア」（名古屋大）2023 年 8 月 21 日-22 日 
 
 
笠原成, 秋葉和人, 藤井秀朗, 細田龍之介, 小林達生, 木原工 
鉄系超伝導体 FeSe1-xSx における圧力下交流比熱測定 
日本物理学会年次大会（東北大学）2023 年 9 月 16 日-19 日 
 
木原工, 北西優弥, 田中薫, 大野満希, 藤井秀朗, 木山星, 細田龍之介, 笠原 成 
磁場中精密比熱測定で見る正方晶 FeSe1-xSxにおける超伝導揺らぎとギャップ構造 
日本物理学会年次大会（東北大学）2023 年 9 月 16 日-19 日 
 
木原工（招待講演） 
パルス強磁場を岡山大に 
岡山大学ホームカミングデイ理学部特別講演（岡山大学）2023 年 10 月 21 日 
 
S. Kasahara（招待講演） 
Superconducting gap structure of tetragonal FeSe1-xSx under high pressures 
The 36th International Symposium on Superconductivity (ISS2023), Takina, Wellington, New 
Zealand 2023 年 11 月 28 日-30 日 
 
笠原成 
鉄系超伝導体 FeSe1-xSx のエキゾチック量子凝縮状態と強磁場相図 
強磁場科学研究会（東北大金研）2023 年 12 月 7 日-8 日 
 
木原工（招待講演） 
強磁場熱測定技術の現状と展望 
強磁場科学研究会（東北大金研）2023 年 12 月 7 日-8 日 
 
笠原成 
ウルトラノーダル状態を示す鉄系超伝導体 FeSe1-xSx の超伝導ギャップ 

第 29 回渦糸物理ワークショップ（東北大金研）2023 年 12 月 18 日-20 日 
 
笠原成 
Ultra-nodal superconducting state of tetragonal FeSe1-xSx 
新学術領域研究「量子液晶の物性科学」令和 5 年度領域研究会 2023 年 12 月 26 日-28 日 
 
T. Fukushima, N. Takemori, S. Sakai, M. Ichioka, A. Jagannathan 



Exotic Properties of Supercurrent Distribution on Quasiperiodic Structures 
28th International Conference on Statistical Physics（東京大学）2023 年 8 月 7-11 日 
 
H. Adachi, Y. Yamamoto, T. Taira, M. Ichioka 
Thermoelectric conversion with two-color magnons and superconducting vortices 
30th Anniversary ASRC Symposia（東海文化センター）2023 年 12 月 7 日 
 
市岡優典 
d 波超伝導体の高磁場での渦糸格子の方位転位についての理論評価 
日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 22-25 日 
 
福嶋拓海，竹森那由多，市岡優典，酒井志朗，Anuradha Jagannathan 
準周期超伝導体において現れる常磁性電流の異常 
日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 22-25 日 
 
安立裕人 
電子強誘電体の励起子絶縁体モデルと電気分極カレント（シンポジウム「電子強誘電体の新展開

－新現象から新機能の創出へ」） 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 16-19 日 
 
野田咲紀子，安立裕人，市岡優典 
GL 理論によるネマティック双晶境界での渦糸状態 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 16-19 日 
 
福嶋拓海，竹森那由多，酒井志朗，市岡優典，Anuradha Jagannathan 
準結晶における超伝導電流の空間分布と常磁性電流の応答 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 16-19 日 
 
市岡優典 
Eilenberger 理論による d 波超伝導体の高磁場での渦糸格子方位転位の評価 
第 29 回渦糸物理ワークショップ（東北大学金属材料研究所）2023 年 12 月 18-20 日 
 
野田咲紀子，安立裕人，市岡優典 
2 成分 GL 理論によるネマティック双晶境界での渦糸状態 
第 29 回渦糸物理ワークショップ（東北大学金属材料研究所）2023 年 12 月 18-20 日 
 
清水真, D. Guterding, 大槻純也, H. O. Jeschke 
κ-(BEDT-TTF)2X の電子構造および超伝導に関する理論研究 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 16-19 日 
 
柴田康平, 中惇, H. O. Jeschke, 大槻純也 
アルカリ超酸化物 CsO2のスピン・軌道有効モデルと基底状態相図 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 16-19 日 
 
H. O. Jeschke 
Frustrated magnetism beyond Kagome: Material realizations of maple leaf and square 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 16-19 日 
 
H. O. Jeschke 
Theoretical Description of Charge Doping in an Intercalated FeSe Superconductor between 
Itinerant and Strongly Correlated Limits 
International Conference on Strongly Correlated Electron Systems 
(Songdo ConvensiA, Incheon, Korea) 2023 年 7 月 2-7 日 



 
H. O. Jeschke 
Frustrated magnetism beyond kagome: Material realizations of maple leaf and square 
kagome Hamiltonians 
Theory of Quantum Magnetism" Research Lab Seminar（Freie Universitaet, Berlin, 
Germany） 2023 年 6 月 22 日 
 
厳正輝, 石川孟, 三宅厚志, 矢島健, H. O. Jeschke, 佐賀山基, 池田暁彦, 松田康弘, 金道浩一, 
徳永将史, 小濱芳允, 車地崇, 徳永祐介, 有馬孝尚 
新規ブリージングパイロクロア格子磁性体 CuGaCr4S8 の構造および磁気物性 
日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 22-25 日 
 
大槻純也 
多極子を用いた電子状態および応答の記述と物質設計にむけて 
第 17 回 物性科学領域横断研究会（名古屋工業大学）2023 年 11 月 24-25 日 
 
Junya Otsuki （招待講演） 
Multipolar susceptibilities within dynamical mean-field theory and its applications 
Computational approaches to quantum many-body systems（埼玉） 2023 年 10 月 19-20 日 
 
Junya Otsuki （招待講演） 
Multipolar susceptibilities and interactions within dynamical mean-field theory and its 
applications 
Trends in Theory of Quantum Materials 2023（東京大学物性研究所） 2023 年 10 月 16-18 日 
 
大槻純也 
B01 計画研究の概要 
アシンメトリ量子キックオフミーティング（岡山大学） 2023 年 6 月 10-11 日 
 
大槻純也 （招待講演） 
強相関電子系に対するデータ科学の方法および第一原理アプローチの最近の進展 
セミナー（兵庫県立大学） 2023 年 5 月 17 日 
 
大槻純也 （招待講演） 
動的平均場法による多極子感受率と多極子相互作用の導出 
理論セミナー（東京大学物性研究所） 2023 年 3 月 28 日 
 
桜井雄基 
CMB 実験の現状と今後の展望」 
INPS workshop 素粒子物理の今と未来（高エネ研）2023 年 12 月 21－23 日 
 
石野宏和 
外部放射線の影響に耐性を持つ低擾乱超伝導検出器の開発 
岡山大学・産総研包括連携協定に基づく研究交流会（オンライン開催）2023 年 12 月 12 日 
 
森永真末 
CMB の全天観測における指向方向不定性の系統的誤差の評価 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 17 日 
 
生熊清 
CMB 観測衛星に搭載される偏光変調器に用いる広帯域半波長板の最適化の研究 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 17 日 
 



植松令太 
CMB 観測衛星における偏光変調器搭載用の近赤外ダイオード式光学エンコーダの放射線・低温

環境特性 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 17 日 
 
髙瀬祐介 
LiteBIRD 衛星におけるスキャン戦略の多次元最適化 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 17 日 
 
長野佑哉 
ビーム形状と HWP の不定性が CMB の B モード偏光観測に与える系統誤差についての研究 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 17 日 
 
大前龍二 
電子ニュートリノ検出を目指したインジウム標的超伝導検出器 MKID の試作機応答評価 
日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 18 日 
 
S. Stever 
Fredagskollokvium: Dr. Strangedata or: How I learned to start worrying and hate cosmic rays 
Colloquium, Oslo University, Norway, 25th of Aug., 2023 
 
H. Ishino 
LiteBIRD systematics and Development of Superconducting Detectors 
QUP-week, Tsukuba, Japan, 3rd of Aug., 2023. 
 
R. Omae 
Development of electron neutrino detector system using superconducting detector and microfabrication 
support materials 
Low Temperature Detector (LTD20), Daejon, Korea, 25th of July, 2023 
 
S. Stever 
Updated forecasts of cosmic ray systematic effects and a new filtering method for the LiteBIRD space 
mission 
Low Temperature Detector (LTD20), Daejon, Korea, 25th of July, 2023.  
 
S. Stever 
Dr. Strangedata or: How I learned to start worrying and hate cosmic rays 
From the Galaxy to the Big Bang, Banyuls-sur-mer, France, 16th of June, 2023. 
 
S. Stever 
Cosmic rays, primordial B-modes, and DRACULA 
seminar, Institut d’Astrophysique Spatiale, Orsay, France, 24th of May, 2023  
 
Y. Sakurai 
Exploring the origin of the universe ~ Cosmic Microwave Background Experiment ~ 
2nd Japan Canadian Frontier of Science (JCFoS) Symposium, Banff, Canada, Mar. 2023. 
 
植松令太 

CMB 観測衛星における偏光変調器搭載用光学エンコーダのための近赤外ダイオードの放射線・

低温環境特性 

日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 25 日 
 
髙瀬祐介 

CMB 偏光観測におけるスピン回転対称性を用いた系統誤差解析手法の研究 

日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 25 日 



 
長野佑哉 

CMB の B モード偏光観測におけるビームの大角度構造由来の系統誤差の研究 

日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 25 日 
 
大前龍二 

電子ニュートリノ検出を目指したインジウム標的超伝導検出器 MKID の作製と性能評価 

日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 25 日 
 
Y.Koshio and M.Harada 
Supernova neutrino observation 
Seminar, Verginia Tech. USA, March 15, 2023 
 
Y. Koshio 
Supernova neutrino detection in Super-Kamiokande and Hyper-Kamiokande 
3rd New Physics Opportunities at Neutrino Facilities Workshop: Astrophysical Neutrinos, SLAC USA, 
July 11-13, 2023 
 
Y. Koshio 
NA61/SHINE experiment for neutrino physics 
The 24th International Workshop on Neutrinos From Accelerators (NuFact 2023), Seoul Korea, August 25, 
2023 
 
Y. Koshio 
Results and Prospects from Atmospheric and Solar Neutrinos 
22nd International Workshop on Next Generation Nucleon Decay and Neutrino Detectors (NNN23), 
Procida Italy, October 11-13, 2023 
 
Y. Koshio 
The supernova neutrino detection in Super- and Hyper- Kamiokande 
seminar, LPNHE Paris France, December 13, 2023 
 
Y. Hino 
Status and prospect of the SK-Gd project 
38th International Cosmic Ray Conference (ICRC2023), Nagoya Japan, July 26, 2023 
 

日野陽太、多田智昭、白石悠樹、小汐由介他 

NA61/SHINE 実験低運動量ハドロンビームライン実現に向けたビームモニターの開発 

シンチレーター研究会 (SMART2023)、下呂温泉、2023 年 8 月 8 日 

 

日野陽太、多田智昭、白石悠樹、小汐由介他 

NA61/SHINE 実験低運動量ハドロンビームライン実現に向けたシリコンストリップ検出器の開

発の現状 

日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 19 日 
 
M. Harada 
First result of a search for Diffuse Supernova Neutrino Background in SK-Gd Experiment 
38th International Cosmic Ray Conference(ICRC2023), Nagoya, Japan, July, 2023 
 
M. Harada 
First result of a search for Diffuse Supernova Neutrino Background in SK-Gd Experiment 
18th International Conference on Topics in Astroparticle and Underground Physics (TAUP2023), Vienna, 
Austria, September, 2023 
 
M. Harada 
First result of a search for astrophysical electron antineutrino in SK-Gd experiment 



The 22nd international workshop on Next Generation Nucleon Decay and Neutrino Detectors (NNN23), 
Procida, Italy, October, 2023 
 
M. Harada 
First result of a search for Diffuse Supernova Neutrino Background in SK-Gd experiment 
XX International Workshop on Neutrino Telescopes (NeuTel2023), Venice, Italy, October, 2023 
 

原田将之 

SK-Gd 実験における Gd 質量濃度 0.01%での超新星背景ニュートリノ探索 

新学術「地下宇宙」第 9 回超新星ニュートリノ研究会（九州大学）2023 年 3 月 2 日 

 

原田将之 

SK-Gd 実験における Gd 質量濃度 0.01%での超新星背景ニュートリノ探索結果 

日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 22 日 
 

原田将之 

SK-Gd 実験での超新星背景ニュートリノ探索結果を用いた，超新星爆発におけるブラックホー

ル形成の検証 

日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 19 日 
 
M. Harada 
First result of a search for astrophysical electron antineutrino in SK-Gd experiment 
seminar, INFN Sezione di Genova, University of Genova, Italy, October 23, 2023 
 

酒井聖矢 

SK-Gd 実験での超新星背景ニュートリノ探索における大気ニュートリノ背景事象の研究 

新学術「地下宇宙」第 9 回超新星ニュートリノ研究会（九州大学）2023 年 3 月 3 日 

 

酒井聖矢 

SK-Gd 実験での超新星背景ニュートリノ探索における大気ニュートリノバックグラウンド事象

の研究 

日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 22 日 
 
S. Sakai 
Study of the neutrino-oxygen neutral-current quasielastic cross section using atmospheric neutrinos in the 
SK-Gd experiment 
The 38th International Cosmic Ray Conference (ICRC2023), Nagoya, Japan, July 26, 2023 
 
S.Sakai 
Measurement of the neutrino-oxygen neutral-current quasielastic cross section using atmospheric 
neutrinos in the SK-Gd experiment 
The XVIII International Conference on Topics in Astroparticle and Underground Physics 2023 
(TAUP2023), Vienna, Austria, August 28, 2023 
 

中西史美 

スーパーカミオカンデでの超新星ニュートリノ観測における酸素原子核反応の研究 

新学術「地下宇宙」第 9 回超新星ニュートリノ研究会（九州大学）2023 年 3 月 3 日 

 

中西史美 

超新星後期ニュートリノについての離散データ解析手法の開発 

日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 23 日 
 
F. Nakanishi 
Supernova neutrino NC/CC interaction via oxygen in Super-Kamiokande 



Workshop on Neutrino Interaction Measurements for Supernova Neutrino Detection, Oak Ridge, USA, 
March 6, 2023 
 
F. Nakanishi 
Evaluation of neutron tagging efficiency on 0.03% Gd mass concentration in SK-Gd experiment 
The 38th International Cosmic Ray Conference (ICRC2023), Nagoya, Japan, August 1-2, 2023 
 
F. Nakanishi 
Development of analysis method for late-phase neutrino emission from the supernova in 
Super-Kamiokande 
The XVIII International Conference on Topics in Astroparticle and Underground Physics 2023 
(TAUP2023), Vienna, Austria, August 31, 2023 
 

田野智大 

ニュートリノ中性カレント反応理解のための中性子・酸素原子核反応に関する研究 

新学術「地下宇宙」第 9 回超新星ニュートリノ研究会（九州大学）2023 年 3 月 3 日 

 

田野智大 

ニュートリノ中性カレント反応理解のための中性子・酸素原子核反応に関する研究 

日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 23 日 
 

田野智大 

ニュートリノ中性カレント反応理解のための中性子・酸素原子核反応モデルの構築 

日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 19 日 
 
T. Tano 
Measurement of neutron-oxygen interaction cross section using neutron beam for diffuse supernova 
neutrino background search 
6th Joint Meeting of the APS Division of Nuclear Physics and the Physical Society of Japan, November 
26, 2023  
 
T. Tano 
Measurement of neutron-oxygen interaction cross section using neutron beam 
International Workshop on “Double Beta Decay and Underground Science”(DBD23) , December 1, 2023 
 

白石悠樹 

ニュートリノフラックス推定精度向上に向けた NA61/SHINE 実験 2022 summer run の評価 

日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 23 日 
 

白石悠樹 

ニュートリノフラックス推定精度向上に向けた NA61/SHINE 実験における TPC 検出器のドリフ

ト速度の校正 

日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 18 日 
 
T. Tada, Y. Nakano, H. Kitagawa, Y. Koshio, for the Super-Kamiokande Collaboration 
Measurement of the charge ratio and the spin polarization of the cosmic-ray muons with the 
Super-Kamiokande 
International Conference on the Physics of the Two Infinities, Kyoto, Japan, March 27, 2023 
 
T. Tada, Y. Nakano, H. Kitagawa, Y. Koshio, for the Super-Kamiokande Collaboration, 
Measurement of the kaon to pion production ratio with the Super-Kamiokande 
38th International Cosmic Ray Conference (ICRC2023), Nagoya, Japan, August 1, 2023 
 

多田智昭 

スーパーカミオカンデ実験における宇宙線ミューオンの電荷比とスピン偏極度の測定 



日本物理学会 2023 年春季大会（オンライン開催）2023 年 3 月 23 日 
 

多田智昭 

スーパーカミオカンデにおける宇宙線 μ 粒子の Kπ 生成比の測定 

日本物理学会第 78 回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 18 日 
 
高取沙悠理 
原子核時計実現へ向けた XAFS 法によるトリウム 229 をドープした結晶の特性評価研究 
日本物理学会第 78 回年次大会，東北大学 ポスター 2023 年 9 月 17 日 
 
岡井晃一 
原子核時計実現に向けたアイソマー状態トリウム 229 原子核からの真空紫外光観測 
日本物理学会第 78 回年次大会 東北大学 口頭 2023 年 9 月 18 日 
 
福永優太 
トリウム 229 アイソマー準位探索のための核共鳴散乱標的の開発 
日本物理学会 2023 年春季大会 オンライン 2023 年 3 月 23 日 
 
平木貴弘 
トリウム 229 アイソマー状態からの脱励起真空紫外光の探索 
日本物理学会 2023 年春季大会 オンライン 2023 年 3 月 23 日 
 
高取沙悠理 
固体原子核時計の実現へ向けた放射光 X 線を用いたトリウム 229 結晶の特性評価 
日本物理学会 2023 年春季大会 オンライン 2023 年 3 月 23 日 
 
S. Takatori 
Vacuum Ultraviolet Search from Thorium-229 Isomer in Crystal Toward Solid-State Nuclear 
Clock  
IEEE IFCS-EFTF 2023  (Toyama, Japan) 2023 年 5 月 17 日 
 
S. Takatori 
Characterization of Thorium-229 Crystal towards Vacuum Ultraviolet Search from Nuclear 
Clock isomer 
6th Joint Meeting of the APS Division of Nuclear Physics and the Physical Society of 
Japan  (Hawaii)  2023 年 11 月 29 日 
 
K. Okai 
The observation of the VUV signal from the isomeric state of 229 thorium nuclei toward 
realizing the nuclear clock 
6th Joint Meeting of the APS Division of Nuclear Physics and the Physical Society of 
Japan  (Hawaii)  2023 年 11 月 29 日 
 
原秀明 
Er:YSO 結晶における周期的超放射の理解に向けて 
日本物理学会 2023 年春季大会 2023 年 3 月 24 日 
 
原秀明 
Super-radiance and fundamental physics 
KPS 2023 年 10 月 25 日 
 
今井康貴 
Mu 1S-2S 



中間子研究会 2023 年 7 月 28 日 
 
今井康貴 
ミューオニウム 1S-2S パルスレーザー分光 III 
日本物理学会第 78 回年次大会 2023 年 9 月 18 日 
 
今井康貴 
1S-2S 分光実験：最近の進展 
S 型課題合同研究会 2023 年 12 月 18 日 
 
増田孝彦 
Laser spectroscopy of 1S-2S transition in muonium at J-PARC 
14th asian international seminar on atomic and molecular physics, 2023/2/16 
 
増田孝彦 
ACME III: electron EDM search using cold ThO molecular beam 
The KMI workshop “Searches for Electric Dipole Moments: from theory to experiment”, 
2023/3/2 
 
増田孝彦 
原子核時計の実現に向けた、トリウム 229 原子核異性体からの真空紫外光発光検出 
稲盛財団 3S 交流会、2023/4/15 
 
増田孝彦 
冷却 ThO 分子を用いた電子の電気双極子能率探索 
第二回冷却分子・精密分光シンポジウム、2023/8/28 
 
増田孝彦 
ThO ビームを用いた電子の永久電気双極子能率探索とそれに用いる光検出モジュール 
電子回路研究会、2023/9/11 
 
増田孝彦 
冷却 ThO ビームを用いた電子 EDM 探索実験 ACME III の状況 
日本物理学会第 78 回年次大会、2023/9/18 
 
増田孝彦 
Mu 1S-2S laser spectroscopy 2 層ターゲット開発 
S 型課題研究会、2023/12/18 
 
平木貴宏 
トリウム 229 アイソマー状態からの脱励起真空紫外光探索に向けた高密度 NRS 標的開発 
第 16 回核共鳴散乱研究会、名古屋工業大学、2023 年 3 月 3 日 
 
平木貴宏 
トリウム 229 アイソマー状態からの脱励起真空紫外光の探索 
日本物理学会、2023 年春季大会、オンライン、2022 年 3 月 23 日 
 
平木貴宏 
固体中にドープされた 229Th アイソマー状態からの脱励起真空紫外光の観測 
第 12 回停止・低速 RI ビームを用いた核分光研究会 （12th SSRI）、立教大学, 2023 年 9 月 4
日 
 
T. Hiraki 



Experimental apparatus for detection of radiative decay of 229Th isomer from Th-doped 
CaF2 
International conference on hyperfine interactions and their applications 2023 
(HYPERFINE 2023), Nara, 2023 年 11 月 16 日 
 
吉見彰洋,  
「Th-229 極低アイソマー準位からの原子核時計遷移分光研究」,  
東北大学金属材料研究所 大洗・アルファ合同研究会,  
東北大学東京分室, 2023 年 9 月 29 日. 
 
中野雄 
バッファーガス冷却された大型分子の高分解能レーザー分光 
日本物理学会第 78 回年次大会 2023 年 9 月 18 日 
 
Y. Miyamoto 
High resolution spectroscopy of buffer gas cooled Phthalocyanine 
EPIC-MAN2 2023 年 7 月 24 日 
 
桃原怜央 
バッファーガス冷却された一水酸化カルシウムのドップラーフリー分光 
日本物理学会 2023 年春季大会 2023 年 3 月 24 日 
 
中野雄 
バッファーガス冷却されたフタロシアニン分子のレーザー誘起蛍光観測 
日本物理学会 2023 年春季大会 2023 年 3 月 24 日 
 
宮本祐樹 
バッファーガス冷却を用いた極低温気相分子の高分解能レーザー分光 
レーザー学会学術講演会第 43 回年次大会 2023 年 1 月 18 日 
  
中野雄 
バッファーガス冷却を用いたフタロシアニン類の高分解分光 
第 23 回分子分光研究会 2023 年 11 月 11 日 
 
倉本祥至 
弱測定を用いたアクシオン様粒子の探索 
日本物理学会第７８回年次大会（東北大学）2023 年 9 月 18 日 
 
平本綾美 
電子 EDM 探索の今と未来 
素粒子物理の今と未来、東京大学柏キャンパス（2023 年 12 月 23 日） 
 
平本綾美 
電子 EDM 探索の現状と展望 
素粒子物理学の進展 2023、京都大学（2023 年 8 月 31 日） 
 
平本綾美 
ACME 実験における電子電気双極子モーメント探索のアップグレード状況 
日本物理学会 2023 年春季大会、オンライン（2023 年 3 月 24 日） 
 
K. Yoshimura,  
Study of the Th-229 nuclear clock isomer using X-ray beam 



Nuclear Photonics 2023, Duke University, Sep 11-15, 2023 


